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カソイ橋 橋梁修繕工事

カソイ橋 修繕工一般図

注記 1)：各種修復においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　　　　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。
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含浸材塗布工・ひび割れ補修工



修 繕 工 詳 細 図

修繕工詳細図
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玉 　 城 　 町

カソイ橋 橋梁修繕工事

展　開　図
S=1:50

表面含浸材塗布工

展　開　図
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ひび割れ補修工
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表面含浸材塗布工

ひび割れ補修工 形状寸法
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※ ひび割れ部の補修においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

エポキシ樹脂にて接着

エポキシ樹脂注入剤充填

（300mm Pich）

ひび割れ注入用インジェクター

50程
度

ひび割れ

注入座金

※ シール厚さは、約3mm程度とする。

ひびわれシール　t=3mm

座金間隔　約300mm

ひび割れ

ひび割れ補修詳細図

樹脂注入口

※ 含浸材は、塗布面の処理として下地処理等を施した後に
　 施工すること。

表面含浸材塗布工

下地処理工

含浸材塗布工

含　浸　材

規　格 備　考数　量

(標準塗布量)

 53.4 m2

53.4 m2

シラン系 10.7 kg

 　　　　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途

 　　　　監督員と協議をすること。

　　 2)：各種修復においては、既設鉄筋を切断しないようにすること。

注記 1)：各種修復においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を

 　　　　確認すること。

シール材充填図
S=1:2

プライマー塗布

シリコーンプライマーC相当品

注記 1)：各種修復においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　　　　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

バックアップ材

シール材(シリコン系)

シリコーン#70相当品
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表面含浸材
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